
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

理科 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

理 科 生物 ４ ３年次・Ｌ群 選 択 

 

目   標 履修の条件・連絡 

１ 生物や生物現象についての観察・実験などを行い、自然に対する関
心や探究心を高め、生物学的に探究する能力と態度を身に付ける。 

２ 生物化学的な実験の仮説の立て方や、実験方法の計画、検証を行え
る技術を習得する。また、基本的な科学における考え方、原理・法則
を理解し、科学的な自然観を身に付ける。 

・２年次に F 群の生物基礎を履修している
こと。 

・４年制大学理系や医療看護系大学への進
学の希望者は履修することが望ましい。 

使用教科書 

（出版社） 

生物 

（数研出版） 

副教材 

（準備物） 

生物学習ノート 

（数研出版） 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 月 学習内容（単元・項目） 学 習 の ね ら い 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 
 
 
５月 
 
 
 
６月 
 
 
 
７月 

第１編 生命現象と物質 
 第１章 細胞と分子 
 第２章 代謝 
 
 
 第３章 遺伝情報の発現 
 
第２編 生殖と発生 
 第４章 有性生殖 
  第５章 動物の発生 
 
 
 第６章 植物の発生 

・細胞は、どのような構造を持ち、どのような機能を
果たしているかを理解する。 

・酵素の性質について理解する。 
・代謝の反応はどのように進んでいるか、生物はどの

ようにしてエネルギーを得ているかを理解する。 
・細胞内で遺伝情報はどのように発現し、その発現は

どのように調節されているかを理解する。 
・有性生殖における遺伝子の多様性はどのようなしく

みでできるのかを理解する。 
・動物の発生において、体軸はどのようなしくみで決

定し、からだの形成にはどのようなしくみが存在す
るかを理解する。 

・植物の胚はどのように発生しているのか、幹細胞か
らどのような器官が分化するのかを理解する。 

２ 

 

学 

 

期 

９月 
 
 
10月 
 
 
11月 
 
 
12月 

第３編 生物の環境応答 
  第７章 植物の環境応答 
 第８章 動物の反応と行動 
 
 
 
第４編 生殖と環境 
 第９章 個体群と生物群集 
 
  第１０章 生態系 

・植物は、どのようなしくみで環境に応答し、生活し
ているのかを理解する。 

・動物は、どのようにして刺激を受容し、行動してい
るのかを理解する。 

 
 
・生物の集団内で、それぞれの個体は、どのように関

わり合い、生活を営んでいるのか理解する。 
・多様な生態系は、それぞれどのような特徴を持って

成立し、維持されているのか理解する。 

３ 

学 

期 

１月 
 
 
２月 
 
３月 

第５編 生物の進化と系統 
 第１１章 生物の進化 
 
  第１２章 生物の系統 

・生物の進化は、どのようなしくみで起こっているの
か、また、どのような進化の過程を経て、現在の多
種多様の生物界ができたのかを理解する。 

・生物はどのような特徴に基づいて分類され、その類
縁関係が明らかにされるようになったのか理解す
る。 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

規 

 

準 

生物学的な現象に興味
を持ち、実験や観察に意
欲的か。 

授業での質問に対し
て科学的な思考に基づ
いて自分なりの答えが
出せているか。 
 実験で仮説を検証で
きるか。 

顕微鏡観察を行い、精
密で詳細なスケッチが
できているか。 
 実験において、自主的
に準備、操作を行い、レ
ポート作成できるか。 

教科書の内容を丁寧
に理解し、自主的に学習
できているか。 
 実験で得た知識や経
験を活用できているか。 

手 

段 

・授業中の態度の観察 

・提出物の提出状況 

・ノートでの記述 

・実験レポートの内容 

・実験中の態度の観察 

・実験レポートの提出 

・問題演習 

・定期考査 

各学期や年間の学習状況の 

評価方法 

・考査は年５回実施。各回とも考査点７０％、平常点３０％で成績を評価する。 

・平常点は、実験レポート、ノートの内容、提出状況、授業態度である。 

学習上 

の 

留意点 

・実験と講義を通して難しい生命現象を理解していくので、１回でも休むと分からなくなる。生命現象は
すべてつながっているので、学習内容はどんどん積み重ねになる。夏期、冬期、春期休業中には、そこ
までに学習したすべての内容の問題演習を課題とし、常に復習を求める。 

・実験レポートを重視しているので、毎実験ごとのレポート、ノート提出は評価の重要なポイントとなる。 

 


